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米
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
と
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
か

ら
約
５
カ
月
が
経
過
し
た
７
月
現
在
、
一
時
は
上
昇
し
た
中
国
国
内

の
ガ
ソ
リ
ン
や
航
空
燃
料
な
ど
製
品
油
の
市
場
価
格
は
下
落
を
始

め
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
る
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
の
当
初
か
ら
、
政
治
的
な
思
惑
も
あ
っ
て
か

「
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
へ
の
影
響
は
限
定
的
だ
」
と
声
高
に
主
張

し
て
き
た
中
国
だ
が
、
そ
れ
が
証
明
さ
れ
る
形
で
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
構
造
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
靭
性
）
の
高
さ
が
世
界
に
認
知
さ
れ

る
に
至
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
中
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
強
靭
性

の
背
景
を
紹
介
す
る
。

原
油
調
達
の
安
定
性

多
く
の
国
内
外
の
専
門
家
が
指
摘
す
る
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造

の
強
靭
性
は
、
一
朝
一
夕
で
達
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
計
画
的

に
確
立
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に
よ
る
国
際

的
な
石
油
需
給
逼
迫
と
い
う
状
況
の
中
で
際
立
っ
た
の
が
、
原
油
調

達
の
安
定
性
で
あ
る
。
中
国
は
近
年
、
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
調
達

先
の
多
様
化
、
分
散
化
を
進
め
て
き
た
。

95
％
以
上
を
中
東
に
依
存
し
て
い
る
日
本
と
比
べ
て
、
図
１
の
通

り
、
中
国
の
原
油
調
達
先
は
幅
広
く
分
散
し
て
お
り
、
中
東
か
ら
の

中
国 
際
立
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
強
靭
性

世
界
最
大
の
原
油
輸
入
国
で
も
、
ホ
ル
ム
ズ
封
鎖
の
影
響
は
限
定
的
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
多
様
化
を
進
め
た
中
国
の
戦
略
性
と
は
。

・
調
達
先
多
様
化
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
重
視

・
輸
入
抑
制
と
在
庫
の
取
り
崩
し
で
油
価
高
騰
の
抑
制
に
貢
献

・
再
生
可
能
エ
ネ
推
進
も
含
め
た
諸
対
応
で
存
在
感
高
ま
る

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）

北
京
事
務
所
次
長

森
永
正
裕

も
り
な
が 

ま
さ
ひ
ろ　
１
９
９
８
年
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
入
所
。
ジ
ェ
ト
ロ
海
外
調
査
部
、
ジ
ェ

ト
ロ
上
海
セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務
を
経
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）

北
京
事
務
所
長
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
企
画

課
長
、
ジ
ェ
ト
ロ
成
都
事
務
所
長
な
ど
を
歴
任
。

２
０
２
３
年
よ
り
現
職
。
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輸
入
は
45
％
に
満
た
な
い
。
西
側
諸
国
が
制
裁
対
象
と
し
て
い
る
国

と
も
取
引
を
行
っ
て
い
る
点
も
、
中
国
の
強
み
の
一
つ
と
言
っ
て
よ

い
。
現
在
、
中
国
の
最
大
の
原
油
調
達
先
は
ロ
シ
ア
で
あ
り
、
約
２

割
を
占
め
て
い
る
。
ロ
シ
ア
産
原
油
輸
入
ル
ー
ト
の
約
４
割
は
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
経
由
で
あ
り
、有
事
の
途
絶
リ
ス
ク
は
海
路
よ
り
も
低
い
。

近
年
の
ロ
シ
ア
産
原
油
の
輸
入
量
増
加
は
、
政
治
外
交
的
な
理
由
と

い
う
よ
り
、
単
純
に
ロ
シ
ア
産
原
油
が
割
安
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
中
国
の
統
計
で
は
こ
こ
数
年
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
合
わ
せ
て
日
量
約
１
５
０
～
２
０
０
万
バ
レ
ル
の
原
油
を

輸
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
イ
ラ
ン
産
や
一
部
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
産

原
油
の
洋
上
在
庫
が
沖
合
で
マ
レ
ー
シ
ア
産
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
原

油
と
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
２
０
２
２
年

以
降
、
経
済
制
裁

に
よ
り
行
き
場
を

失
っ
た
格
安
の
イ

ラ
ン
産
原
油
な
ど

を
、
迂
回
ル
ー
ト

を
通
じ
て
中
国
の

小
規
模
製
油
業
者

が
輸
入
し
て
い
る

の
が
実
態
の
よ
う
だ
。
な
お
、
こ
の
東
南
ア
ジ
ア
両
国
か
ら
の
原
油

輸
入
を
中
東
産
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
場
合
、
中
国
の
原
油
輸
入
の

中
東
依
存
度
は
６
割
弱
に
な
る
。

石
油
精
製
の
柔
軟
性

次
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
前
述
の
原
油
調
達
先
の
多
角
化
を
可
能

に
す
る
石
油
精
製
の
柔
軟
性
の
高
さ
で
あ
る
。
製
油
所
は
使
用
す
る

原
油
に
よ
っ
て
装
置
構
成
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
日

本
の
製
油
所
は
ほ
と
ん
ど
が
中
東
産
の
軽
質
油
に
合
わ
せ
た
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
中
国
の
製
油
所
は
比
較
的
新
し
い
設
備
を
導

入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
質
の
原
油
に
対
応
で
き
る

と
こ
ろ
が
多
い
。
古
く
か
ら
の
原
油
生
産
地
で
あ
る
東
北
地
区
（
大

慶
油
田
な
ど
）
と
、
近
年
新
た
な
油
ガ
ス
田
開
発
が
進
む
西
北
地
区

（
オ
ル
ド
ス
盆
地
、タ
リ
ム
盆
地
な
ど
）と
で
は
産
出
さ
れ
る
原
油
の

質
が
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
国
内
で
精
製
し
て
い
る
。
日
本
で
は
精

製
処
理
が
難
し
い
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
産
原
油
の
よ
う
な
重
質
油
も
、
中
国

で
は
利
用
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
の
バ
ラ
ン
ス

次
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
有
事
に
お
け
る
強
靭
性

に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
中
国
は
米
国
に
次
ぐ
世
界

図 1　中国の原油輸入調達先（2024年）

出典：「BAIINFO」より筆者作成
（JOGMEC北京事務所提供）
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第
２
位
の
石
油
消

費
国
だ
が
、
国
内

の
１
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
に
占
め
る

石
油
の
割
合
は
過

去
20
年
以
上
一
貫

し
て
20
％
前
後
で

推
移
し
て
い
る

（
図
２
）。
中
国
の

石
油
消
費
で
最
も

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト

を
占
め
る
交
通
運

輸
分
野
で
は
、
急

速
な
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）、
圧
縮
天

然
ガ
ス（
Ｃ
Ｎ
Ｇ
）

車
や
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
ト
ラ
ッ
ク
の
普
及
、
高
速
鉄
道
網

整
備
に
よ
る
航
空
機
代
替
な
ど
に
よ
り
石
油
需
要
の
低
減
が
進
ん
で

い
る
。

ま
た
、「
２
０
６
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」を
掲
げ
る
中
国

は
、
風
力
、
太
陽
光
、
水
力
な
ど
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な

導
入
を
政
府
目
標
と
し
て
掲
げ
、
大
規
模
な
開
発
投
資
を
進
め
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
０
年
前
後
に
は
約
10
％
で
あ
っ
た
１
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
占
め
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
、
10
年
間

で
倍
増
し
現
在
で
は
20
％
近
く
に
達
し
て
い
る
。
一
方
、
環
境
負
荷

の
高
い
石
炭
に
つ
い
て
、
10
年
以
降
、
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
占

め
る
割
合
を
下
げ
続
け
て
き
た
が
、
20
年
以
降
は
ク
リ
ー
ン
利
用
・

高
効
率
利
用
に
シ
フ
ト
し
、
減
少
幅
は
縮
小
し
て
い
る
。
こ
の
「
石

炭
」
と
「
非
化
石
」
と
い
う
両
極
端
に
位
置
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に

強
み
を
持
つ
と
い
う
特
徴
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
に
強
靭
性
を
与
え

て
い
る
。

化
学
原
料
の
多
様
性

石
油
の
燃
料
と
し
て
の
利
用
が
低
減
す
る
一
方
、
化
学
製
品
と
し

て
の
利
用
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
、
エ
チ
レ
ン
や
プ
ロ
ピ
レ
ン

な
ど
基
礎
化
学
品
（
オ
レ
フ
ィ
ン
）
の
原
料
に
つ
い
て
見
る
と
、
日

本
で
は
90
～
95
％
を
原
油
由
来
の
ナ
フ
サ
が
占
め
て
い
る
が
、
中
国

で
は
ナ
フ
サ
比
率
は
約
70
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
石
炭
資
源
が
豊

富
な
中
国
で
は
、
石
炭
を
ガ
ス
化
し
メ
タ
ノ
ー
ル
を
合
成
、
そ
こ
か

ら
オ
レ
フ
ィ
ン
を
生
成
す
る
、い
わ
ゆ
る「
Ｃ
Ｔ
Ｏ
／
Ｍ
Ｔ
Ｏ（Coal 

to O
lefins / M

ethanol to O
lefins

）
技
術
」
が
発
展
し
て
お
り
、

基
礎
化
学
品
の
石
炭
由
来
原
料
の
比
率
は
約
20
％
に
上
る
。さ
ら
に
、

図 2　中国の 1次エネルギー構成比率

＊発電煤耗計算法にて算出　　出典：中国統計年鑑／中国能源統計年鑑
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天
然
ガ
ス
由
来
で
あ
る
エ
タ
ン
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
よ
る
エ
チ
レ
ン
生
産

も
約
１
割
を
占
め
る
。
こ
の
よ
う
な
化
学
産
業
の
多
原
料
構
造
も
、

中
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
強
靭
性
の
背
景
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
の
需
給
調
整
が
世
界
の
油
価
安
定
に
貢
献

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
以
降
の
原
油
需
給
に
つ
い
て
も
う
一
つ
言
及

す
べ
き
は
、
中
国
に
よ
る
需
給
調
整
が
世
界
的
な
油
価
高
騰
の
回
避

に
つ
な
が
っ
た
点
で
あ
る
。
中
国
は
２
０
２
６
年
４
月
以
降
、
そ
れ

ま
で
日
量
１
５
０
０
万
バ
レ
ル
近
か
っ
た
原
油
輸
入
量
を
大
幅
に
減

少
さ
せ
、
６
月
現
在
で
は
日
量
８
０
０
万
バ
レ
ル
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
中
国
は
、
消
費
量
以
上
に
輸
入
し
在
庫
を
積
み

増
す
方
向
だ
っ
た
が
、
こ
こ
へ
き
て
在
庫
の
取
り
崩
し
に
転
じ
て
い

る
。
製
油
所
は
稼
働
率
の
低
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
一
方
で
同

じ
く
４
月
以
降
、
中
国
は
政
策
的
に
製
品
油
（
ガ
ソ
リ
ン
や
ジ
ェ
ッ

ト
燃
料
）
の
輸
出
を
制
限
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
内
需
給
調

整
を
図
っ
て
い
る
。
世
界
最
大
の
原
油
輸
入
国
で
あ
る
中
国
の
大
幅

な
輸
入
量
の
減
少
が
、
国
際
的
な
原
油
供
給
逼
迫
の
危
機
感
を
緩
和

し
、
急
激
な
油
価
高
騰
の
ブ
レ
ー
キ
の
役
割
を
果
た
し
た
。

外
交
面
に
お
け
る
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
世
界
的
な
石
油
供
給
途
絶
の
危

機
感
の
高
揚
に
よ
っ
て
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

の
高
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
形
だ
が
、
加
え
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
分
野
で
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
、
中
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
大
き
く
向
上
さ
せ
た
と
の
指
摘
も
多
い
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
経
済

学
者
の
Ｐ
・
ク
ル
ー
グ
マ
ン
は
今
年
４
月
、
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻

撃
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
中
国
の
支
配
的
地
位
を

高
め
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
環

境
問
題
や
技
術
覇
権
の
文
脈
で
語
ら
れ
て
き
た
中
国
の
積
極
的
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
は
、
石
油
供
給
途
絶
危
機
に
直
面
し
た
国

際
社
会
に
と
っ
て
、
経
済
安
全
保
障
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
。

国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
を
背
景
に
、
中
国
は
外
交
面
で
の
影

響
力
を
さ
ら
に
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
今
年
に
入

っ
て
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
は
じ
め
各
国
元
首
の
訪
中
が
活
発

化
し
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ラ
ン
、
北
朝
鮮

な
ど
国
際
社
会
で
孤
立
が
深
ま
る
国
と
の
往
来
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。
７
月
末
現
在
、
中
東
情
勢
は
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
強
靭
性
を
背
景
に
影
響
力
を
強
め
る
中
国
が
、
平
和
的

な
解
決
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か
、
今
後
も
注
目
し

て
い
き
た
い
。


